
発
表
会
に
は
、
県
内
の
教

員
や
新
聞
関
係
者
ら
約
50
人

が
出
席
し
た
。

発
表
の
う
ち
、
塩
尻
市
の

洗
馬
小
学
校
は
、
１
～
６
年

生
で
新
聞
を
使
っ
た
授
業
を

展
開
。
５
年
生
は
、
環
境
に

つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
集
め

て
理
解
を
深
め
、
環
境
新
聞

を
作
っ
た
。
３
年
生
は
、
気

に
入
っ
た
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ

プ
し
、
ク
ラ
ス
で
発
表
し
た
。

伊
那
市
の
長
谷
中
学
校
は
、

３
年
生
社
会
科
の
「
人
権
と

共
生
社
会
」
の
単
元
で
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
刑
を
終
え

て
出
所
し
た
人
に
関
す
る
記

事
を
集
め
、
模
造
紙
に
張
っ

て
発
表
し
た
。

下
伊
那
郡
阿
南
町
の
富
草

小
学
校
は
、
２
～
４
年
生
が

新
聞
を
使
っ
て
国
語
の
授
業

を
行
っ
た
。
４
年
生
は
、
教

科
書
単
元
「
ア
ッ
プ
と
ル
ー

ズ
」
の
導
入
で
、
新
聞
に
載
っ

た
写
真
な
ど
を
使
い
、
写
真

の
構
図
に
よ
っ
て
読
み
手
に

情
報
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
る

か
を
考
え
た
。

長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
は
５
月
29
日
、
長
野
市
の

信
濃
毎
日
新
聞
長
野
本
社
で

本
年
度
の
総
会
を
開
い
た
。

佐
久
市
岩
村
田
小
学
校
や
安

曇
野
市
三
郷
小
学
校
、
長
野

市
犀
陵
中
学
校
、
伊
那
市
高

遠
中
学
校
、
下
高
井
郡
山
ノ

内
町
山
ノ
内
中
学
校
な
ど
11

校
を
、
本
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研

究
指
定
校
に
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定
校
は
こ

れ
ま
で
、
日
本
新
聞
教
育
文

化
財
団
が
新
聞
購
読
費
を
助

成
す
る
学
校
に
限
ら
れ
て
い

た
。
昨
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
長
野
大
会
を
機
に
、
Ｎ
Ｉ

Ｅ
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
教
員
ら
で
つ
く
る
長
野

県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
が
新
聞
購

読
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
指
定
校
の
名
称
を
本
年

度
か
ら
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
指
定

校
」
と
し
、
同
研
究
会
か
ら

の
助
成
金
を
山
ノ
内
中
の
購

読
費
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

指
定
校
か
ら
「
２
年
間
の
指

定
期
間
終
了
後
、
新
聞
購
読

費
を
確
保
で
き
ず
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

研
究
が
進
め
ら
れ
な
い
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
新
聞
販
売
店
の
団
体
が

行
っ
て
い
る
「
す
べ
て
の
教

室
へ
新
聞
を
」
運
動
を
本
年

度
か
ら
活
用
し
、
研
究
指
定

校
を
終
え
た
学
校
に
、
複
数

の
新
聞
を
無
料
で
届
け
る
こ

と
も
決
め
た
。
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指
定
校

実
践
の
ま
と
め
（
２
～
４
面
）

実
践
事
例
発
表
会
で
は
、
生
徒
の
作
品
も

交
え
な
が
ら
報
告
し
た

2010長野県ＮＩＥ研究指定校

学校名

本
年
度
１
年
目

佐久市岩村田小学校

安曇野市三郷小学校

長野市犀陵中学校

伊那市高遠中学校

山ノ内町山ノ内中学校

本
年
度
２
年
目
以
降

上田市長小学校

阿南町富草小学校

長野市東部中学校

松川村松川中学校

富士見町富士見中学校

下諏訪向陽高校

長野県新聞活用教育(ＮＩＥ)推進協議会は５月29日、

｢2009年度実践事例発表会｣を長野市南県町の信濃毎日新

聞長野本社で開いた。昨年度の研究指定校のうち７校が、

新聞を使った授業について報告した。

県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
総
会



Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
長
野
大
会
で
、

５
年
国
語
と
６
年
社
会
を
授
業
公
開

し
た
。
国
語
で
は
、
２
０
０
８
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
「
よ
し
だ
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
校
内
や
近
隣

の
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
作
っ
て
い

る
新
聞
の
見
出
し
を
決
め
る
場
面
だ
っ

た
。
社
会
は
裁
判
員
裁
判
の
記
事
を

使
い
「
裁
判
所
の
働
き
」
を
考
え
た
。

両
方
と
も
「
新
聞
を
教
科
の
ね
ら
い

に
近
づ
く
た
め
の
有
効
な
素
材
と
し

て
取
り
上
げ
、
教
材
化
し
て
活
用
す

る
」
と
の
学
校
教
育
計
画
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
将
来
的
に
新
聞
に

親
し
み
を
持
ち
、
自
分
な
り
の
視
野

を
広
め
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
、
情
報

収
集
の
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
方

途
を
求
め
、
実
践
し
た
。
５
年
社
会

で
は
「
環
境
新
聞
に
し
て
ま
と
め
よ

う
」
な
ど
、
教
科
等
の
ね
ら
い
に
即

し
て
追
求
し
た
。
３
年

は
「
総
合
」
で
新
聞
の

連
載
記
事
を
使
っ
て
学

び
、
お
お
ぞ
ら
学
級
で

は
漫
画
を
活
用
し
た
ス

キ
ル
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
学
校
教
育
活
動
全

体
で
新
聞
を
活
用
し
た
。

今
後
、
新
聞
作
り
に
も

挑
戦
す
る
予
定
だ
。

児
童
の
言
語
力
を
向
上
さ
せ
、
社

会
的
事
象
に
対
す
る
興
味
関
心
を
広

め
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
力
を
つ

け
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
実

践
。｢

無
理
な
く
、
で
き
る
こ
と
か

ら
、
気
軽
に｣

を
合
言
葉
に
進
め
た
。

２
年
国
語
で
は
、
生
徒
が
新
聞
の

写
真
を
手
が
か
り
に
、
自
分
が
伝
え

た
い
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
書
く

力
を
求
め
た
。
５
年
総
合
で
は
、
新

聞
紙
面
か
ら
「
光
っ
て
い
る
人
」
を

見
つ
け
、
生
き
方
や
考
え
方
を
学
ん

だ
。
校
内
の
先
生
た
ち
に
新
聞
活
用

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

総
合
的
に
思
考
判
断
す
る
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
高
ま
り
を

求
め
た
。
２
年
国
語
で
は
、
カ
タ
カ

ナ
で
書
く
力
を
つ
け
る
工
夫
を
し
た
。

３
年
国
語
で
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

写
真
を
使
い
、
自
分
の
考
え
を
相
手

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
方
法
を
学

ん
だ
。
４
年
国
語
で
は
、
長
野
見
学

を
題
材
に
し
て
、
「
相
手
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
の
新
聞
づ
く
り
」

に
挑
戦
。
記
事
の
書
き
方
、
写
真
の

使
い
方
、
相
手
に
分
か
る
言
葉
遣
い

な
ど
を
学
ん
だ
。
新
聞
を
読
む
側
に

立
っ
た
新
聞
づ
く
り
を
意
識
で
き
た
。
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小
学
校

ね
ら
い
に
迫
る
教
材

長
野
市
吉
田
小
学
校
（
継
）

視
野
広
げ
る
た
め
に

塩
尻
市
洗
馬
小
学
校
（
継
）

思
考
判
断
力

高
め
る

阿
南
町
富
草
小
学
校
（
新
）

２
０
０
９
年
度
指
定
校

の
実
践
の
豊
か
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
喜
々
と
新
聞
に
触
れ

て
い
る
姿
が
見
え
る
か
ら
。

使
っ
た
人
が
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
て
い
て
、
ど
の

学
校
も
学
年
や
教
科
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分

か
る
か
ら
で
す
。

昨
夏
の
全
国
大
会
長
野

大
会
の
テ
ー
マ
「
分
か
る

つ
な
が
る

広
が
る
」
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。

無
理
な
く
、
気
軽
に

上
田
市
長
小
学
校
（
新
）

【
長
小
】
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

写
真
を
友
達
に
紹
介
す
る
国
語

の
授
業
を
行
っ
た

【富草小】「子どもたちがもちつき」という

記事にふさわしい写真はどちらかを考え合っ

た

★
学
校
名
下
の
表
記
に
つ
い
て

（
新
）
…
研
究
指
定
校
１
年
目

（
継
）
…
研
究
指
定
校
２
年
目
以
降

長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

江
沢

啓
二
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
洗
馬
小
】
環
境
に
つ

い
て
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

新
聞
を
見
せ
合
う
児

童
た
ち



長
野
大
会
で
は
、
２
年
社
会
と
３

年
「
総
合
」
で
授
業
を
公
開
。
社
会

で
は
江
戸
時
代
の
元
禄
・
化
政
文
化

と
現
在
を
新
聞
で
つ
な
げ
た
。
記
事

や
広
告
を
切
り
取
っ
て
江
戸
文
化
を

調
べ
、
意
見
を
交
換
し
て
、
現
在
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
た
。
３
年
「
総

合
」
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の

体
験
を
新
聞
に
ま
と
め
た
。
新
聞
づ

く
り
か
ら
、
体
験
し
た
現
状
や
課
題
・

意
見
な
ど
を
ど
う
ま
と
め
、
ど
う
発

信
す
る
か
を
学
ん
だ
。
新
聞
は
、
生

徒
が
社
会
に
視
野
を
広
げ
る
の
に
役

立
つ
と
実
感
で
き
た
。

長
野
大
会
の
実
践
発
表
校
。
新
聞

記
事
を
手
が
か
り
に
、
学
ぶ
き
っ
か

け
や
追
究
の
道
筋
を
探
っ
た
。
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
下
村
脩
博

士
の
業
績
を
記
事
で
知
っ
た
後
、
筑

波
大
学
菅
平
高
原
実
験
セ
ン
タ
ー
の

協
力
で
、
実
験
を
通
し
て
下
村
博
士

の
研
究
を
理
解
し
た
。
記
事
と
と
も

に
地
域
の
施
設
を
活
用
し
、
科
学
的

な
視
野
を
広
め
る
工
夫
を
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
言
葉
で
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
聞

の
コ
ラ
ム
を
教
材
と
し
て
、
読
み
解

き
と
文
章
作
り
の
学
習
を
重
ね
た
。

新
聞
に
親
し
む
習
慣
を
つ
く
る
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
事
問
題
に
対
し

て
自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
こ
と
、

読
解
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ

た
実
践
。
生
活
ノ
ー
ト
へ
の
意
見
記

録
の
継
続
、
学
級
通
信
で
生
徒
の
意

見
を
紹
介
す
る
活
動
な
ど
に
よ
り
、

生
徒
や
家
庭
の
意

識
の
高
揚
を
図
っ

た
。
教
科
等
で
は

国
語
、
社
会
、
道

徳
、
「
総
合
」
な

ど
で
活
用
し
た
。

２
年
「
総
合
」

で
は
、
地
域
へ
の

発
信
を
目
的
に
環

境
新
聞
を
作
っ
た
。

完
成
し
た
新
聞
を

村
公
民
館
に
展
示

し
、
中
学
生
の
考

え
を
村
民
に
伝
え
、

新
聞
の
意
味
を
学

ん
だ
。
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中
学
校

視
野
を
広
げ
る
活
用

長
野
市
東
部
中
学
校
（
継
）

松
川
村
松
川
中
学
校
（
新
）

親
し
む
習
慣
つ
く
る

富
士
見
町
富
士
見
高
原
中
学
校
（
新
）

伝
え
る
こ
と
的
確
に

発
見
、活
用
力
を
向
上

伊
那
市
長
谷
中
学
校
（
継
）

３
年
「
総
合
」
で
、
自
分
の
学
校

の
閉
校
と
い
う
節
目
に
出
会
っ
た
生

徒
た
ち
が
、
学
校
が
歩
ん
だ
歴
史
や

自
分
が
感
じ
て
い
る
思
い
を
、
将
来

に
残
す
こ
と
を
目
的
に
新
聞
作
り
を

し
た
。
取
材
、
記
事
執
筆
、
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
を
学
び
、
新
聞
は
閉
校
式

典
で
発
表
し
た
。

２
年
「
国
語
」
で
は
、
意
見
文
を

書
く
場
面
で
新
聞
記
事
を
活
用
し
た
。

事
実
と
主
張
を
区
別
し
な
が
ら
、
伝

え
た
い
こ
と
を
ど
う
表
せ
ば
よ
い
か

に
つ
い
て
考
え
た
。
二
つ
の
授
業
と

も
、
伝
え
る
中
身
を
的
確
に
キ
ャ
ッ

チ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

【富
士
見
高
原
中
】
公
開
し
た
２

年
国
語
の
授
業
。
事
実
と
主
張

を
確
認
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

使
っ
た

【松川中】「スポーツ」「経済」「環境」をテー

マに今週のニュースをまとめるスクラップ用

紙。各担当委員会が記事を切り抜き、昼の放

送で紹介した

新
聞
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
生

徒
の
問
題
発
見
力
、
情
報
活
用
力
、

上
田
市
菅
平
中
学
校
（
継
）

追
究
の
道
筋
を
探
る

調
査
探
究
力
な
ど
の
向
上
を
求
め
た
。

校
内
に
新
聞
８
紙
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
品
づ
く
り

や
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
応
募

な
ど
を
重
ね
た
。

新
聞
を
使
っ
た
人
権
教
育
（
社
会
）

の
授
業
を
公
開
し
た
。
人
権
侵
害
と

思
わ
れ
る
記
事
を
探
し
て
分
類
。
ス

ク
ラ
ッ
プ
新
聞
に
整
理
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
権
の
あ
り
方
を
考
え
た
。
新

聞
を
読
み
続
け
て
き
た
経
験
を
生
か

し
、
手
際
よ
く
新
聞
記
事
を
選
び
、

整
理
で
き
た
。

【
長
谷
中
】
人
権
問
題
に
つ
い

て
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
品
に
ま
と
め
、

発
表
す
る
生
徒
た
ち

2009年度の指定校による実践をまとめた｢報告書｣

を差し上げます。本号に掲載した実践の詳細などが

載っています。各学校にお配りしてありますが、ご

希望の方は、長野県ＮＩＥ推進協議会(電話026-236-

3215)へお申し込みください。無料です。



長
野
大
会
で
は
、
「
科
学
的
リ
テ

ラ
シ
ー
」
を
高
め
る
一
助
と
し
て
の

新
聞
活
用
の
あ
り
方
を
公
開
授
業
で

示
し
た
。

３
年
「
生
物
Ⅱ
」
で
、
医
療
や
食
、

環
境
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
生
徒

が
選
び
、
要
約
、
感
想
・
意
見
を
書

い
て
発
表
し
た
。
４
年
間
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

指
定
校
の
集
大
成
。
記
事
を
読
ん
で

要
約
を
書
く
こ
と
で
、
「
科
学
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
」
や

「
意
見
を
ま
と
め
る
た
め
に
資
料
を

さ
ら
に
調
べ
て
確
か
め
る
」
な
ど
の

新
聞
活
用
の
本
質
的
意
義
を
学
ん
だ
。

「
新
聞
記
事
は
、
国
や
地
域
の
政

治
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
現
実
の
政
治
を
理
解
す
る
た
め

の
生
き
た
教
材
」
と
考
え
て
、
「
現

代
社
会
」
で
新
聞
を
取
り
入
れ
た
。

図
書
館
に
新
聞
を
置
く
、
図
書
館
で

資
料
調
べ
を
す
る
、
司
書
に
資
料
選

び
や
解
説
を
依
頼
す
る
な
ど
の
学
習

を
重
ね
た
。

「
衆
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
学

習
し
て
模
擬
投
票
を
実
施
」
「
記
事

か
ら
人
権
侵
害
の
現
実
を
と
ら
え
て

憲
法
の
基
本
的
人
権
を
学
ぶ
」
な
ど

授
業
を
公
開
。
生
徒
の
意
欲
的
な
学

習
態
度
を
引
き
出
し
た
。

長
野
大
会
の
実
践
発
表
校
。
レ
ポ
ー

ト
と
生
徒
の
発
表
を
通
し
、

実
践
し
た
内
容
を
詳
細
に

紹
介
し
た
。
①
各
教
科
等

の
新
聞
活
用
の
様
子
②
生

徒
や
職
員
に
よ
る
新
聞
へ

の
活
発
な
投
稿
③
郷
土
研

究
班
の
松
代
大
本
営
象
山

地
下
壕
跡
の
調
査
研
究
と
、

各
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
に
生
か
さ
れ
て
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
現
状
―

な
ど
を
報
告
。
新
聞
は
読

者
の
意
見
を
伝
え
る
大
事

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、

記
事
を
批
判
的
に
読
み
取
る
能
力
が

必
要
な
こ
と
な
ど
の
意
識
が
、
生
徒

に
育
ち
つ
つ
あ
る
と
発
表
し
た
。

第１９号 な が の Ｎ Ｉ Ｅ だ よ り ２０１０年８月

高
校

リ
テ
ラ
シ
ー
高
め
る

長
野
南
高
校
（
継
）

環
境
問
題

流
れ
知
る

エ
ク
セ
ラ
ン
高
校
（
継
）

図
書
館
と
の
連
動
で

下
諏
訪
向
陽
高
校
（
新
）

【長野南高】発表会の相互評

価用紙。短冊状に切り分けて、

発表者に渡し、自分の評価シー

トを作った

マ
ツ
シ
ロ
調
べ
投
稿

長
野
俊
英
高
校
（
継
）

長
野
大
会
で
実
践
を
発
表
し
た
。

普
通
科
園
芸
コ
ー
ス
の
履
修
科
目

「
環
境
科
学
」
で
の
新
聞
活
用
状
況

と
成
果
を
詳
し
く
紹
介
。
大
会
発

表
以
降
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

環
境
問
題
を
分
類
し
、
そ

の
特
徴
を
つ
か
む
学
習
を

続
け
た
。
記
事
か
ら
キ
ー

ワ
ー
ド
を
絞
る
、
分
類
す

る
、
掲
載
面
か
ら
問
題
の

特
徴
を
洗
い
出
す
、
ま
と

め
を
す
る
―
な
ど
の
方
法

で
進
め
た
。
特
に
１
９
７

【
エ
ク
セ
ラ
ン
高
】
年
表

に
並
べ
環
境
問
題
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
現
在
は
水
色
、

１
９
７
１
年
ご
ろ
は
ピ

ン
ク
の
紙
に
書
い
た

１
年
度
と
現
在
の
記
事
の
比
較
か

ら｢

今
の
環
境
問
題
は
過
去
か
ら
の

つ
け｣

｢

環
境
の
悪
化
を
放
置
す
る

と
将
来
に
禍
根
を
残
す｣

こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 【長野俊英高】生徒に配布した投稿用の原稿

用紙には、先輩の投稿文も載っている

【
下
諏
訪
向
陽
高
】
衆
院
選
の

模
擬
投
票
。
記
事
で
政
策
な

ど
確
認
し
、
投
票
所
に
は
臨

場
感
を
出
し
た


